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産婦 6 0名である。乳頭内血流量にはアドバンス社製C SプローべS を使用し、血滴測定にはアド 
バンス社製レーザードップラーALF21を、血流解析にはPOWER LAB2/26およびLabchart 8 
を使用した。データ解析にはSPSS Statistics Ver.27 for W indowsを用い有意差水準は0.05未満 
とした。本研究は本学の倫理委員会にて承認を得た(R2019 -1 1 1 ) 。
【研究結果】
研究刻•象者は初産婦2 0名、経産婦3 9名、平均年齢30.88±3.77 (M iS D )歳であった。授乳姿 
勢と児の吸着についてアドバンス助產 師資格を有する助産師が評価し、8〜9 割の母親が適切に行 
えていたが、乳頭痛を自覚しているものは、産後 1 日目34名 （57 .6% )産後 4 日目30名 ¢42.4%) 
であった。産後 1 日目、4 日目ともに、乳頭痛【あり群】が 【なし群】に比べて統計学的有意に乳 
頭内血流量が減少していた。乳頭痛の有無と乳汁分泌量の関連について統計学的有差は認められ 
なかったが、産後 4 日目において乳頭痛【あり群】で乳汁分泌量が少ない傾向が確認された。ま 
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